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パ
ズ
ル
当
選

お
め
で
と
う

定
期
大
会
で
紹
介
し
た
争
議
組

合
・
争
議
団
で
す
。
勝
利
に
向
け

て
ご
支
援
を
（
22
団
体
）
。

①
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
・
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ

争
議
団
（
パ
ワ
ハ
ラ
賃
下
げ
・
降

格
等
）
、
②
建
交
労
・
バ
ス
関
連

支
部
（
賃
金
昇
格
差
別
、
委
員
長

雇
止
め
等
）
、
③
私
教
連
・
東
京

国
際
福
祉
専
門
学
校
教
職
員
組
合

（
組
合
結
成
後
廃
校
に
。
地
位
保

全
・
損
害
賠
償
）
、
④
私
教
連
・

鶴
川
高
校
教
職
員
組
合
（
再
雇
用

拒
否
）
、
⑤
全
国
一
般
・
民
事
法

務
労
組
（
受
託
会
社
の
団
交
拒
否

等
）
、
⑥
全
国
一
般
・
昭
和
ゴ
ム

労
組
（
親
会
社
と
の
団
交
権
、
定

昇
回
復
裁
判
等
）
、
⑦
全
国
一
般

・
清
瀬
学
童
分
会
（
民
営
化
阻

止
）
、
⑧
全
国
一
般
・
Ｔ
Ｍ
Ｎ
分

会
（
業
務
完
了
後
の
役
職
剥
奪
、

大
幅
賃
下
げ
等
）
、
⑨
全
国
一
般

・
計
器
工
事
関
連
分
会
（
団
交
拒

否
、
大
幅
な
契
約
削
減
）
、

全

国
一
般
・
美
々
卯
分
会
（
コ
ロ
ナ

便
乗
解
雇
）
、

全
国
一
般
・
Ｐ

Ｕ
Ｃ
分
会
（
都
水
道
局
の
使
用
者

責
任
）
、

全
国
一
般
・
賛
育
会

支
部
（
病
院
、
団
交
拒
否
）
、
⑬

全
国
一
般
・
テ
ィ
ッ
ク
ス
分
会（
賃

金
、
不
安
定
雇
用
の
是
正
）
、
⑭

全
国
一
般
・
ジ
ェ
イ
フ
ロ
ン
テ
ィ

ア
分
会
（
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
等
）
、

⑮
全
国
一
般
・
ド
ク
タ
ー
ト
ラ
ス

ト
（
モ
ラ
ハ
ラ
等
）
、
⑯
全
国
一

般
・
ワ
ー
ル
ド
イ
ン
テ
ッ
ク
（
不

当
解
雇
）
、
⑰
出
版
労
連
・
二
玄

社
争
議
（
和
解
条
項
無
視
。
再
雇

用
者
処
遇
の
一
方
的
引
下
げ
）
、

⑱
郵
政
労
契
法
20
条
裁
判
（
格
差

是
正
）
、
⑲
明
乳
争
議
団
（
賃
金

差
別
、
人
権
侵
害
）
、
⑳
Ｋ
Ｌ
Ｍ

オ
ラ
ン
ダ
航
空
（
無
期
転
換
逃
れ

の
雇
止
め
）
、
㉑
Ｊ
Ａ
Ｌ
不
当
解

雇
撤
回
争
議
団
（
整
理
解
雇
）
、

㉒
電
機
・
情
報
ユ
ニ
オ
ン
Ｎ
Ｅ
Ｃ

不
当
解
雇
撤
回
裁
判
（
職
場
強
制

排
除
、
退
職
強
要
等
）

Ｊ
Ｒ
中
央
線
高
尾
駅
か
ら
南

西
側
に
向
か
い
初
沢
川
に
沿
っ

た
両
側
の
小
高
い
山
の
中（
イ
、

ロ
、
ハ
地
区
の
3
カ
所
）
に
、

「
浅
川
地
下
壕
」
は
あ
り
ま
す

（
Ｊ
Ｒ
、
京
王
高
尾
駅
南
口
徒

歩
15
分
）
。
3
つ
の
地
下
壕
の

総
全
長
は
10
㎞
に
及
び
、
高
さ

3
ｍ
、
幅
4
ｍ
の
碁
盤
の
目
に

作
ら
れ
た
地
下
壕
は
、
長
野
県

の
「
松
代
大
本
営
」
の
地
下
壕

に
匹
敵
す
る
規
模
で
す
。

浅
川
地
下
壕
は
、
本
土
決
戦

に
備
え
た
「
陸
軍
備
蓄
倉
庫
」

と
し
て
計
画
さ
れ
、
1
9
4
4

年
9
月
に
建
設
開
始
。
そ
の
年

の
11
月
に
中
島
飛
行
機
武
蔵
野

工
場
が
空
爆
で
破
壊
さ
れ
た
た

め
航
空
機
エ
ン
ジ
ン
の
地
下
秘

密
工
場
と
使
用
さ
れ
ま
し
た
。

3
3
0
台
の
工
作
機
械
が
設
置

さ
れ
、
終
戦
ま
で
の
2
ヶ
月
間

で
、
完
成
し
た
エ
ン
ジ
ン
は
10

台
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
未
完
の
秘
密
工
場
の
イ

地
区
の
一
部
は
現
在
、
「
浅
川

地
下
壕
の
保
存
を
進
め
る
会
」

に
よ
っ
て
月
に
1
回
、
見
学
会

が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
見
学

希
望
の
方
は
、
ぜ
ひ
見
学
会
に

申
し
込
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
Ｊ
Ｒ
高
尾
駅
の
1
、

2
番
ホ
ー
ム
柱
番
号
31
と
33
に

は
米
軍
機
の
銃
弾
痕
も
あ
り
ま

す
。
見
に
行
っ
て
み
て
は
。

本
土
決
戦
に
備
え
て
作
ら

れ
た「
浅
川
地
下
壕
」内
部

地
域
の
歴
史
が
楽
し
い

コ
ロ
ナ
・
コ
ロ
ナ
で
気
の
抜
け

な
い
日
々
。
ホ
ッ
と
す
る
余
裕
も

な
い
。
ふ
と
、
近
所
の
神
社
仏
閣

散
歩
を
思
い
立
っ
た
。
そ
こ
に
碑

が
あ
り
、
歴
史
を
感
じ
る
。
綾
瀬

川
に
は
「
金
右
衛
門
川
排
水
樋

管
」
。
人
名
だ
！
ど
ん
な
人
物
だ

ろ
う
？
自
分
の
住
む
地
域
の
歴
史

が
楽
し
い
。
板
垣
邦
昭
（
都
教
組

足
立
支
部
）◇

◇

真
実
を
明
ら
か
に

菅
・
新
首
相
は
「
も
う
終
わ
っ

た
こ
と
だ
」
と
せ
ず
、
桜
を
見
る

会
や
森
・
加
計
問
題
等
、
安
倍
・

元
首
相
の
数
々
の
疑
惑
を
隠
し
と

お
す
こ
と
な
く
、
国
民
に
責
任
の

所
在
を
明
ら
か
に
し
て
欲
し
い
。

飯
塚
浩
一
（
足
立
区
職
労
）

◇

◇

一
刻
も
早
く
知
ら
せ
な
い
と

菅
新
政
権
は
、
安
倍
政
権
の
継

承
を
か
か
げ
、国
民
に
ま
ず
自
助
、

自
己
責
任
を
せ
ま
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
新
自
由
主
義
の
本
質
を
一
刻

も
早
く
伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。
藤
井
明
（
都
教
組
墨

田
支
部
）

◇

◇

他
に
使
う
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
は

菅
政
権
は
、
武
器
の
爆
買
い
も

継
承
す
る
そ
う
。
コ
ロ
ナ
禍
で
大

変
な
い
ま
、
暮
ら
し
や
雇
用
・
営

業
を
守
る
た
め
に
こ
そ
お
金
を
使

っ
て
欲
し
い
。
（
匿
名
希
望
）

9
月
15
日
号
の
正
解
は
「
菅
政

権
は
コ
ロ
ナ
暮
ら
し
医
療
の
充
実

は
か
れ
」
で
し
た
。
応
募
者
は
16

人
で
以
下
の
5
人
の
方
に
図
書
カ

ー
ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

福
田
清
（
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
目
黒
地
域

支
部
）
、
屋
藏
つ
る
江
（
品
川
区

職
労
）
、
山
本
哲
（
国
土
交
通
労

組
東
京
気
象
支
部
）
、
中
西
喜
一

郎
（
全
印
総
連
・
光
陽
メ
デ
ィ
ア

労
組
）、
古
澤
美
代
子（
都
教
組
）

▼
都
人
勧
都
庁
前
宣
伝

10
月
19
日
（
月
）
8
時

〜
、
都
庁
第
1
庁
舎
北
南

▼
都
民
生
活
要
求
大
行
動

実
行
委

都
要
請

10
月
30
日（
金
）終
日
、

都
庁
2
庁
ホ
ー
ル

▼
東
京
春
闘

年
次
総
会

10
月
30
日
（
金
）
18
時

半
〜
、
ラ
パ
ス
ホ
ー
ル

▼
秋
の
組
織
拡
大
宣
伝

11
月
2
日（
月
）中
心
、

各
地
域
ブ
ロ
ッ
ク

▼
総
が
か
り
行
動
等

秋

の
憲
法
集
会

11
月
3
日
（
火
・
祝
）

13
時
半
〜
国
会
正
門
前

オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
あ
り

▼
青
年
大
宣
伝
行
動
（
東

京
ジ
ャ
ッ
ク
）

11
月
8
日
（
日
）
14
時

〜
、
新
宿
駅
ア
ル
タ
前

▼
中
小
企
業
シ
ン
ポ

11
月
14
日
（
土
）
13
時

〜
、
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信

▼
働
く
も
の
の
権
利
討
論

集
会11

月
21
日
（
土
）
13
時

〜
、
エ
デ
ュ
カ
ス
東
京
ホ

ー
ル
。
オ
ン
ラ
イ
ン
あ
り

Ａ
〜
Ｙ
を
順
に
並
べ
て
言
葉

を
完
成
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。
答

え
・
組
合
名
・
氏
名
・
住
所
・

通
信
・
パ
ズ
ル
や
紙
面
の
感
想

な
ど
記
入
の
上
、
ハ
ガ
キ
又
は

メ
ー
ル
で
東
京
地
評
編
集
部
へ

（
あ
て
先
は
一
面

題
字
の
ワ
キ
）
。

締
め
切
り
は
11
月

1
日
の
消
印
有

効
。
抽
選
で
5
人

の
方
に
図
書
カ
ー

ド
（
千
円
分
）
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
。
応

募
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

〈
ヒ
ン
ト
〉
菅
首
相
は
学
問
へ

の
介
入
を
や
め
、
国
民
の
願
い

に
直
ち
に
応
え
よ
！

（
ヨ
コ
の
カ
ギ
）

①
秋
の
空
に
広
が
る
ウ
ロ
コ
状

の
雲
。
別
名
は
巻
積
雲
。
季
語

⑤
京
都
に
多
い
地
名
、
名
字
の

一
つ
で
も
あ
り
ま
す

⑥
急
○
、
○
事
、
私
○

⑦
魚
の
干
物
の
別
名

⑨
ペ
ル
ー
の
ア
ン
デ
ス
に
栄
え

た
帝
国

⑩
静
岡
県
の
最
東
部
、
大
室
山

や
シ
ャ
ボ
テ
ン
公
園
等
が
有
名

⑫
桃
○
三
年
柿
八
年

⑮
世
俗
の
因
習
等
に
け
が
さ
れ

て
い
な
い
純
真
無
垢
な
者

⑰
図
案
や
模
様
を
考
案
す
る
事

⑱
自
分
の
年
齢
を
へ
り
く
だ
っ

て
い
う
語

（
タ
テ
の
カ
ギ
）

①
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
東
部
の
共
和

国
、
首
都
は
キ
エ
フ

②
ピ
ン
ク
色
の
ワ
イ
ン

③
考
え
の
足
り
な
い
馬
鹿
げ
た

行
い

④
『
春
は
あ
け
ぼ
の
○
○
○
○

白
く
…
』
（
枕
草
子
）

⑦
核
兵
器
の
開
発
・
製
造
、
保

有
等
を
し
な
い
こ
と

⑧
自
分
の
兄
弟
姉
妹
の
息
子

⑪
渡
し
船
が
発
着
す
る
場
、
矢

切
に
も
あ
り
ま
す

⑬
離
れ
よ
う
と
す
る
心

⑭
○
○⇔

上
座

⑯
2
番
目
の
子

◆
企
業
規
模
10
人
程
の
ビ
ル

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
で
働
く
青

年
。
残
業
代
込
み
で
月
給
25

万
円
だ
っ
た
が
、
突
然
社
長

か
ら
給
与
を
5
割
カ
ッ
ト
す

る
と
言
わ
れ
た
、
違
法
で
は

な
い
か
と
い
う
相
談
。
業
績

不
振
に
な
っ
た
か
ら
と
い
っ

て
、
説
明
や
合
意
な
し
に
突

然
カ
ッ
ト
す
る
の
は
問
題
。

職
場
規
律
あ
る
い
は
企
業
秩

序
を
乱
し
た
場
合
、
使
用
者

が
そ
の
労
働
者
を
罰
す
る
こ

と
を
制
裁
（
口
頭
注
意
や
始

末
書
な
ど
か
ら
懲
戒
解
雇
に

至
る
ま
で
、
数
種
類
の
定
め

が
あ
る
企
業
が
多
い
）
す
る

ケ
ー
ス
が
あ
る
。
段
階
的
な

減
給
を
規
定
し
て
い
る
場
合

が
あ
る
が
、
月
の
賃
金
総
額

の
10
分
の
1
を
超
え
て
は
な

ら
な
い（
労
基
法
第
91
条
）。

解
決
の
た
め
個

人
加
盟
の
組
合

を
紹
介
し
た
。

◆
霊
柩
車
の
運

転
手
。
出
車
の
声
が
か
か
る

ま
で
待
機
し
て
い
る
が
、
待

機
で
あ
り
休
憩
で
は
な
い
、

ま
と
も
に
休
憩
を
取
り
た

い
。
職
場
に
あ
る
労
働
組
合

に
相
談
し
た
が
、
取
り
合
っ

て
く
れ
な
い
の
で
何
と
か
し

た
い
と
い
う
相
談
。
労
働
時

間
が
6
時
間
を
超
え
る
場
合

は
少
な
く
と
も
45
分
、
8
時

間
超
の
場
合
は
少
な
く
と
も

1
時
間
の
休
憩
を
、
労
働
時

間
の
途
中
で
与
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
ま
た
、
休
憩
時

間
に
つ
い
て
①
労
働
時
間
の

途
中
に
②
一
斉
に
③
自
由
に

利
用
さ
せ
る
の
が
原
則
と
し

て
定
め
ら
れ
て
い
る
（
労
基

法
第
34
条
）
。
組
合
に
相
談

し
て
解
決
を
、
と
関
連
の
組

合
を
紹
介
し
た
。
◆
運
輸
関

係
に
働
く
Ｄ
さ
ん
。
有
給
を

使
い
切
り
退
職
し
よ
う
と
し

た
ら
、
次
の
人
に
仕
事
を
教

え
て
か
ら
辞
め

て
と
退
職
を
引

き
延
ば
さ
れ

た
。
会
社
の
言

う
通
り
に
し
な
い
と
い
け
な

い
の
か
と
い
う
相
談
。
個
人

の
退
職
事
情
が
あ
る
の
で
あ

れ
ば
自
分
を
優
先
さ
せ
れ
ば

よ
い
。
民
法
で
は
、
申
し
入

れ
か
ら
2
週
間
を
経
過
す
れ

ば
、
使
用
者
の
承
諾
が
な
く

て
も
労
働
契
約
は
終
了
す
る

（
民
法
第
6
2
7
条
第
1

項
）
。
口
頭
で
は
な
く
、
書

面
で
「
退
職
届
」
の
提
出
等

が
望
ま
し
い
。小
原
正
幸（
東

京
地
評
労
働
相
談
員
）

争
議
団
紹
介

作・あめんぼ

相
談
の
窓

オ
ル
グ
の
現
場
か
ら
157

職
場
の
ト
ラ
ブ
ル
は
労
働
組
合
で
解
決
を

陸
軍
・
浅
川
地

下
壕
跡

（
東
京
都
八
王
子
市
）

相
談
の
窓
191 191




